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新年度を迎えで

薬物依存症リハビリテーションセンター

NPO法人岐阜ダルク

施設長　遠山香

昨年の暮れ、ダルクの通帳残高が残りわずかとなりました。今まで何度となく危機

を乗り越えてきましたが、昨年3月11日の震災の影響は大きく、寄付のお願いをする

と「今回は震災のほうへ寄付したいので∴…当　と言われる事も多くありました。その

ような中でお願いをするのは今まで以上に心苦しい思いでした。

被災者の方の痛みを思えば泣き事は言ってられず、寄付のお願いに走り回り、YouTube

での寄付の呼びかけや、記事にして下さる新聞記者の方のご協力を得られ寄付金者も

少し増えました。今まで続けて寄付金のご協力を頂いている方々のおかげなのは言う

までもなく、危機を乗り越え新年度を迎えることができました。

危機的状況の中で、ダルクの仲間が自分の育ったダルクがつぶれないようにと一緒に

なって、一生懸命お願いをしてくれる姿はとてもうれしく心強いものでした。今回の

経験を通して、やはり「ハイヤーパワーは必要なものしか与えない」という事を実感

しています。『喉元過ぎれば暑さを忘れる』ということわざがありますが、設立時の苦

しかったことや辛かった記憶が薄れてきた私に、初心に戻り謙虚な気持ちを忘れない

ようにとの天からのメッセージだったのかもしれません。

新年度が始まります。仲間達が元気になってダルクを支えてくれる姿はとてもまぶ

しく希望に満ちています。ひとりの力ではなく、みんなが一緒に力を合わせた時に大

きなカが働きます。苦しんでいる薬物依存者がひとりでも多く回復できるよう今後と

も皆様のお力添えをよろしくお願いいたします。

今月4月22日にチャリティーコンサートを行います。皆様のお越しを心よりお待ち

しています。



福間の体験談

ふみか

15才から薬を使い始めて21才まで6年間、薬を使い鰍ナました。

ダルクにつながる頃には、体重98kgで、ごほんも食べては吐いて、手はカ

ミソリで傷だらけで、夜は22錠の睡眠薬を飲んで寝る様になっていました。

岐阜ダルクにつながって、病院を紹介してもらい、解毒入院をして22錠のんでいた睡眠薬をすべて切り

ました。最初の頃は、夜ベットに入っても、朝まで渡れか、日が長く続いて、とても苦しい思いをしなが

ら、それでも毎日ダルクに通いました。

岐阜ダルクのプログラムは、朗のミーティング、昼は運動プログラムで長良川沿いを走り、夜は自助グ

ループに行く事でした。昔から運動嫌いで人前で話をするのも苦手で毎日うんざりしながら、ダルクへ

に通いました。とても辛くて、こんな事やっても、なんの意味があるんだと思いながら毎日プログラムを

やっていました。だけど続けていくうちに、体重はみるみる落ちていき走る距離もどんどんのぴていって、

昼間に走る事で夜は疲れて少しずつ廃れるようになってきました。苦は夜になると、今日寝れるかどうか

が不安で寝れる事がとても怖かったですけど、今では何の心配もなく疲れるようになって、睡眠が何か特

別楽しい訳でもないけど寝ることが好きになりました。あと、運動を一生懸命やる車で思考も止まるの

で、ぐるぐるとどうでもいい事を考えて思いつめる私は、運動をする事で頭の中をスッキリさせて、人と

コミュニケーションをとる事ができるようになりました。ミーティングでは、ただ自分の話をして、その

日にとらわれた事や、感情の変化があった部分、行動の事実を話していきました。それをやっていく事で、

行動の動機だったり、いったい自分がどういう人間なのか、知っていく事ができました。

最初は上手に人に言いたい事が伝えられないが為に腹を立てて、「腹が立った」とミーティングで話し、そ

れを徐々にその時その時、自分の気持ちを相手に伝えるようになって、生き辛さから少しずつ解放されて

いきました日中間達も、どんなにひどい自分を出しても、いつもと変わらない憶度で接してくれた事でと

にかく人間不信の自分も仲間の中で安心していられるようになりました。

今は、意識しなくても、自然と仲間の中でありのままでいられるようになったり、社会の中ではとても言

えない腹熱さや（笑）、薬をつかいたい欲求や、過去の話を一緒に分かち合える仲間がいて、今は薬を使う

前よりも幸せです。

去年の8月にダルクを卒業しました。ほとんどの時間を社会の中で過ごす様になった時、周りの人達は当

たり前の様に飲み会の話をしていたり、少しの頭痛でも薬を飲んでいたりで、時々「自分も大丈夫なんじ

ゃないか」と自分が依存症だという事が分からなくなる時もたくさんあります。その度に仲間に”今のあな

たは危険だ“と教えてもらい、怒りながらも軌道修正していって今は再び、仲間のありがたさを感じて、

幸せも感じています。まだまだ性格上の欠点が手放せていない自分は、これからもっと変もれるし、幸せ

になれると思っているので、将来が楽しみです（笑）

毎週仕事が休みの日曜日にはダルクの活動資金を集めるためのお手伝いをしてくれたり、新しい仲間のサポート 

をしてくれたり、このつうしんのマンガもふみかが牽いてくれてます。ダルクにつながってから3年半、元気に 

なった仲間のひとりです。仲間のサポートや施設の手伝いを通して自己肯定感が増し、さらなる成長となります。 

夕“）レク家族相投室iま家族を支援します

タ“ルク家族相談室は2002年に誕生し　関係者の皆さんのご支‡劃こより10年を迎え

この間に2560例　述べ5629件の相轍と支援・情報堤供をしてきました。

日本タルクの近接恒夫氏は善書「薬物依存を超えて」の中で1999年にまとめられたダ

ルク利用者の全国潟杏の結果を次のように報告しています．

「誕物の習慣的依存になってがらダルクにたどり着くまでに平均8．5年もかがってい

る．おそらく、この期問は精神病院の入退院を繰り返したり、心理カウンセラーのカウ

ンセリングを受けたり、刑務所に入所したりしているのだろうと思う．しかし、ダルクにつながってから

は平均1．3年間で回復へのターニング・ポイントを迎えている．ダルクにたどり着くまでの8．5年間は

あまりにも長すぎる．もっと早くダルクにつながれば、染物依存からの回復、社会復帰も早くなるは

すだ．8．5年間をより頬くするのか私たちの今後の課題だと思う．」

と述べています．

家族にとって一日も早くダルクにたどり着きクス」が止まり依存痘からの回復が始まるのが悲願です．払

たちはこの提案に善目して　家族に寄り添いきめの細かい具体的な提案や支援と情報を提供していま

す．

家族が継統的に相談してこられた方々の中には　相談2ケ月目から半年後に依存症者がダルクにたどり

葺いています．家族が変わると依存轟音の回復が早くなるようです．謡物依存症書にはダルクの支鎧が

必愛なように　家族にも相駁室の支援が必要です．

《ダルク家族相談室の特徴〉　秘密の厳守　通報はいたしません

1、誰でも　何時でも　どこからでも相談できる（24時間対応しています）

2、9据・メール・FAX・手紙で相鎖ができる

3、回復した人たちの経験を活かした異体的な提案・支援をしています
’、－　4、個別相談・学習プログラム・分かち合いプログラムを用意しています

5、個別学習のための連続講座のテキストや回復者たちの体験集の副読本を活用しています

6、ダルクと連携をして支援をします

くダルク家族相談室を利用するには〉i憧所　〒47十0076　豊田市久保町1－4　新見滝8号

相談・予約　固定電話　0565－33－6511FAX O565－33－6511

携帯書誌　090－7049－1093（24時間対応）

アドレス　darc－kazokusoudansltU＠sun－inet．0「．Jo

個別椙駁　会場　とよだ市民活動センター（豊田両駅・新豊田駅前　松坂屋・T－FAC　9閏）

支援プログラム　要予約∴学習プログラム連続講座「薬物の問題をかがえだ家族の集い」

日時　毎月　第1・3日曜日　午後1時30分～3時30分

会場　とよだ市民活動センター　活動婁
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暴露に寄って轟く

●00着な●後です

責任者　かおり

名古屋ダルク・三河ダルクの仲間4人で釜山のNAミーティングへ参加
するため韓国に行ってきました。釜山では香川ダルクの仲間とも合流し
ました。外国のNAに参加すると次回は必ず百薬の勉強をしておこうと
いつも思う。（思うだけで勉強したことはない・・・笑）バクさんという

名古屋大学の留学生が通釈をしてくれたおかげでNAミーティングで
は自分の胎をすることができた。私達、日本の仲間の話で時間がなくな
り、釜山の仲間の話が開けなかったのが残念だったが、焼き肉を食べな

‾、／（守王らアフターミーティングで釜山の仲間の話を聞くことができた。

鴎曾豹「一m∴告∴i絢露駁

後日
三円ダルクフォーラム

虚位胴麓所業物置嵐指事
僚機競爵所定模会
ボランティア

2日　　　　ダルク後援会全き

6－9日　　鳥取ダルク研修会
11日　　　薬衝き串柿録日

依存虚を学ぶ集い
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岐阜ダルク入所から卒業まで

岐阜ダルク後援会

広報担当　鈴木蹄一郎

Q岐阜ダルクにはどうやって入るのですか？

A刑務所や病院などのほか、家族と一緒に来訪など、いろいろなケースがあります。

Qダルクにきたら何をするのですかっ

Aスタッフまたは施設長が面接をします。l）本人の薬物歴を確かめ　2）薬物依存症という病気について

説明し　3）本人にやめる意志があるかを確認します。

Qダルクに入る条件はO

A2つ。1）3ケ月間、公共交通機関を使って毎日通うこと。2）1日3回のミーティングに出ること。

Qたったそれだけですかつ

A薬物に依存して不規則な生活が長いと、自分の意志で瑚起きて電王制こ乗るのは、実は意外と賎しいので、＿

す。家族に送迎してもらうのではなく「公共交通機関を使う」というのは、自分の意志だからです。

Q3ケ月続けると治るのですかp

A「規則正しくダルクに通う習慣が身につくまでに3ケ月かかる」と思ってください。

Qとりあえず3ケ月通うと、なにか変化があるでしょうかp

A表情がかわります。ただし、一時的に以前より悪くなったように見える場合もあります。

「薬物に依存することによって避けて自分自身の問題に、正面するから」です。これは回復のプロセスの

ひとつです。自分の抱えている問題を薗貌することから、問題の校本的な解決が始まるのです。

Q3ヶ月通えるようになったら次はどうなるのですかっ

A自分で自分のケアができるように、スタッフが提案してゆきます。

Q具体的にはp

Aまず金銭管理。「お金をすぐに薬物に使ってしまう」という生活をしてきたので、貯蓄や自己管理を目指

します。

健康管理も大切です。「三食規則正しく食事をとる」「掃除をするJ r運動をする」などです。

Qそれからはp

A9ケ月から一年を目安に、アルバイトプログラムを取り入れます。

Q具体的にはp

A自分でアルバイト探しをします。これが社会生活へのはじまりです。すこしずつ「いわゆる普通の社会

生活」への時間をふやし、社会復帰していきます。

ただし、「卒業」が終わりではありません。こんどはサポートされた側がサポートする側にまわり、支え

合うことになります。ダルクでは「入所者」「利用者」と呼ばず「仲間」と呼ぶ理由はそこにあります。

ダルクの目的は「人との交わりと支え合いによって自分を律すること」にあります。依存症者は独りで

やろうとしてつまづきます。

「普通に生きる」という簡単なことを、継続してゆくことは、とても娃しいものなのです。

※注・回復には個人差がさあめて大きいので、このスケジュール通りに回復するとは限りません。

岐阜ダルクの一日

Q岐阜ダルクはどんな一日ですか？

A朝9時からミーティングをします。

Qミーティングでは何をするんですかつ

Al）自分の話をする　2）仲間の話を聞くの2つです。

Qルールはありますかp

Al）仲間どうしでは緒に介入しない2）話に対してスタッフが提案する場合もあるが、提案を受け入れるか

どうかは本人が決める。

Qそれだけですか？

Aはじめのうちは、仲間の話を座って聞くことが難しいものです。聞いているうちに仲間の話のなかに共感と気

づさをみつけるようになります。

Q話す方はO

A仲間もスタッフも薬物依存症の経験者なので、安心して自分のことがはなせる環境にあります。否定されない

ので、正直になれます。その結果、「自分の感情の棚卸し」ができるようになり、薬物に頼らなくなります。

∩昼食後はp

A運動プログラムを午後3時まで。ウオーキングやマラソンなどで、体力をつけます。その後は休憩。夜はM

の会掛こ移動して、朝と同じようにミーティングをします。

QNAとダルクはどこが違うのですかっ

ダルクは岐阜だけですがNAは毎日遮った場所で開かれています。

また、ダルクは「必ず出席する」というルールがありますが、NAは「誰でも参加できる」ところが違います。

Qこれでダルクの一日は終わるのですね。

Aはい。一日を通じて仲間と共に行動することが重要です。ダルクでは「他人とまじわり、つながること」が必

要だと考えています。こうした、地味で地道なことを毎日積み重ねることが、回復へとつながってゆくのです。

（注・NA（NamhcBAnonymoue薬物依存症の回復を目的としたプログラムです）
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♪　pROGRAM　♪

☆主よ人のまあの事のt

★アメイジング・グレイス

☆アサェサェルプルブス

す．8．バッハ

賛美歌
W・Åモーツアルト

☆京停年ヴァイオリンのあのパルティータ禽3年i∴す．8．バリヽ

★バッサカリブハ登場

位

〔ヴァイオリン）孤神　事魔手
額面守田大事青きき吋むを轟を丸亀
事35●全日本や史書をワンクール意義交合京3位
1011パシフィックミ章一ジゥクフェスティバルIC事を

亀を、春賀史書を細、青嶋を、ソロ書で濡轟

（パイプオルガン）を∴えを
具象寄書を大事青を寧尊かレサン持年
寄を、カトリック寄山賀命、事典持賀4　9かニスト
日本軍ルウニスト鳩AA具

9．8．バッハ

（ソプラノ）小樽　筆録寸
々古裏書を丈学事を尊書＊持ヰ
＊iI冒支もず亀青書をコンク－，万年青調書禽
尊ieAt口裏青をコンク－，げを轟の絡ま他
動食事や青嶋、軍書具持劇青
田本濃青史長命具・筆舌重工卿44具

（ソプラノ）東谷　江裏
毛古書青を大事青を寄書をを皐
を基づシザートに血涙する

禽虞、軍人ホーム書で裏を直し1ボランティア活曾

中ロ車重富強を競う令書目鼻7，トー′塙l亭鼻

201脚的日旧）
岐阜hトII・y欄会豊富
〒帥－1肌1軸i巾青物“i3－23　e筒I一挺i－IOll

入場料／￥1，000
前売り・当日（中学生以上有料）

開場i13：30
開演14：00

主催　NPO法人岐阜ダルク　後援：岐阜市
お問い合わせ：NPO法人岐阜ダルク　058－261－6922

「ついに私も」

後援会会長　蔚藤幸二

ここ数年、車でトンネルに入るといやに暗く感じる。このご

ろ家内が美人に見える。特に左目の方がかすんでいる。「おか

しいI」と思って眼科に行ったら緑内障と診断された。「なぜ

こんなに悪くなるまでほうって置いたのか。」と医者にいやみ

を言われた。白内障は手術で直るが緑内障は治らないらしい。

できるのはせいぜい進行を遅らせる事ぐらいだ。

私は今63歳だが、牧師の定年は70歳。それまで車の運転が

できるぐらいの視力は保てたらと頼っている。眼が悪くては好きなオートバイにも乗れない。それで

今Ta毎月大学病院に通い、医者の処方した目薬を受け取っている。毎日決まった時間に目薬を指さな

ければならない。好きで使っている薬ではないからついうっかり忘れてしまう。ついにわたしも薬物

に頼る身になってしまった。　　　　　　　　　　　　　　I

自分は健康だと思い込み、弱きを感じながらも認めようとしなかったっけがまわってきたのだと思

う。弱さを認めることは難しい。薬物依存症の方々も、本当に弱さを認めることから回復が始まると

思う。弱さを認めた時、その人を非難する人はいない。一緒に頑張ろうと励ましてくれる人たちだけ

i �を憧Iヽウズ（値鞘）機能鵬鱒の禽報い 

せせの維持鰍な憧善の入京臆轍職立のなめ、峰阜市内でtLDK以上電機 
婁家賃で質して＜磨さる機能を探しています。マンシβシもしくは一軒家とち 
与でも構いません。よい惰餌をぜひ岐阜タルクまで細るせく磨さい。 

連絡先　岐阜タルク　晴職裏　遁山　T［LO58一群1－11か 

5月活動予定 

4月活動予定

4月5日　ダルク後援会議・

ニュースレター発送作業

13日　野宿生活者支援ボランティア

中津川更生保護女性会講演

28日　薬物電話相談日

羽田人権文化基金贈呈式

岐阜ダルクチャリティーコンサート

笠松刑務所薬物依存離脱指導

5月11日　野宿生活者支援ボランティア

12日・26日　薬物寓話相談日

13日　一宮聖光教会募金活動

布池カトリック教会募金活動

26日　薬物寓話相談日

27日　社会を明るくする運動（高富地区）

6月活動予定

6月8日　　野宿生活者支援ボランティア

9日・23日　薬物電話相談日

12日　八百津高等学校講演



献金者名（12月22日－3月18日到着分）

早野正冬史・宋有希　羽島キリスト教会　山田七徳子　揖斐キリスト教会　安田智光　水田ふう　高木

加代子　吉田和郎　各務原病院　カトリック瑞浪教会　久松定昭　山田良彦　三島須磨子中津川更正

保護女性会・近藤美保　　河合潔　弁護士・長瀬清　北野いつみ　斎藤幸二（珠）ファームコーポレー

ション代表取締役・長瀬琢磨∴欝藤栄子　岡崎修道院　北谷雅春（宗）カトリック神宮修道会・多治見

教会　市岡多賀賜　日本基督教団・清水教会　小島浩一　日本基督改革派開基督教会　鵜飼芳恵　弁護

士・伊藤知恵子　三宅一世　足立勝　林宣　福安一幸　朝守令彦　志村英司　野村純一　鈴木龍一郎

カトリック岡崎教会　立垣昭　カトリック小牧教会　永嶋恵美　弁護士・神谷慎一　日本キリスト教

団・なか伝道所　脇若保雄　安藤平　舟橋寛延　弁護士法人・岐阜合同法律事務所　カトリック布池教

会　カトリック岐阜教会（女性部）青井初恵　折内康一郎　カトリック大垣教会　聖マリア充俗会第一

ハウス　岡田喜美江　吉田和郎（株）養活興業　上田正吉・永子　国際ソロプチミスト岐阜・会長伊藤

敦子

匿名者数名

献品者名

目瞳芳夫

※発送作業簡略化のため皆様全貝に振込用紙を同封させていただいておりますことをご了承

下さい。また匿名希望の方は、恐れいりますが、その旨を振り込み用紙通信欄にその都度ご

記入下さいますようお願い致します。

※郵便振替口座　00840－5－167752　岐阜ダルク後援会

編集後記

△今号は紙数に余裕ができたので、「岐阜ダルクの入所から卒業までJ r岐阜ダルクの一日」を加

えました（鈴木）

△「鳥取ダルク」「岡山ダルク」の施設長のインタビュー動画をYouTubeにアップロードしてあり

ます。「鳥取ダルク」「岡山ダルク」で検索すると出てきます。ご覧ください（鈴木）

編集∴特店非営利活船法人　岐阜ダルク

編集担当　岐阜ダルク後援会　膏藤幸二　鈴木鴨一郎

〒500・8176岐阜市長住町7・3　TEllnAⅩ　058－2616922

8maH gihdarc2004㊤yah00∞．jp∴∴∴ホームページ　http／ltM的－daJt・Ore／

2012年　岐阜ダルクニュースレター（hh35）

定価　1割　200円

編集責任者　遠山　香

発行所　東海身体障害者団体定期刊行物協会
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